
 

 

排出削減実績報告書 
排出削減事業の名称： 

ニチハマテックス習志野工場における 

高効率ガスボイラー導入による省エネ事業 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

排 出 削 減 事 業 者 名 ：ニチハマテックス株式会社  
  

排出削減事業共同実施者名：ニチハ株式会社        
 

そ の 他 関 連 事 業 者 名 ：               
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1 排出削減事業者の情報 

排出削減事業者 
会社名 ニチハマテックス株式会社 

排出削減事業を実施する事業所  
事業所名 ニチハマテックス株式会社 習志野工場 

住所 千葉県習志野市東習志野六丁目 18番 1号 

排出削減事業共同実施者（国内クレジット保有予定者） 
排出削減事業共同実施者

名 
ニチハ株式会社 

その他関連事業者（注）（複数の関連事業者がいる場合、行を挿入し全ての関連事業者を記載すること） 
関連事業者名  

 

 

 

2 排出削減活動の概要 

2.1 排出削減事業の名称 

ニチハマテックス習志野工場における高効率ガスボイラー導入による省エネ事業 

 

 

 

2.2 排出削減事業の目的 

灯油焚きボイラーと都市ガス焚きボイラーを併用していたが、高効率都市ガスボイラーを導入し、燃料

の省エネおよび CO2削減を目的とする。 

 

 

 

2.3 温室効果ガス排出量の削減方法 

ガス焚 4tボイラー1台と灯油焚 4tボイラー5台で運転していたが、6tガス焚ボイラーに更新する。こ

れによりエネルギー効率を改善し、さらに燃料を灯油からより低炭素の都市ガスへの転換により CO2 排
出量を削減する。
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図 1 設備概要図 

 

 

2.4 国内クレジット認証要件の確認 

排出削減量は承認排出削減計画に従って当該計画を実施した結果生じたものか ■はい 
 

排出削減量は承認排出削減方法論及び承認排出削減事業計画に従って算定され

ているか 
■はい 

 
 

2.5 承認排出削減事業計画からの変更項目 

 
 

灯油焚ボイラ 

灯油 

蒸気 

工場内設備 

（事業実施前） 

都市ガス主体、高効率化 

：バウンダリー 

工場内設備 

高効率ガス焚ボイラ 

都市ガス 

蒸気 

（事業実施後） 

ガス焚ボイラ 

都市ガス 

設備1 設備2 

設備4 設備3 

設備4 設備3 

設備2 設備1 
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3 排出削減活動期間 

3.1 プロジェクト開始日 

2009年 2月 2日 

 

3.2 モニタリング対象期間 

（本報告における実績報告期間） 
2013 年 4 月 1 日 ～ 2015 年 11 月 30 日 
 

4 温室効果ガス排出削減量 

4.1 採用した排出削減方法論の情報 

方法論番号 方法論名称 

001 ボイラーの更新 

 

 

4.2 活動量 

4.2.1 活動量・原単位 

対象 活動量 原単位 

  
 

 

 

4.2.2 活動量の採用根拠 
活動量は採用していない。 

 

 
 

4.3 事業の範囲（バウンダリー） 

 

本事業のバウンダリーは、燃料供給設備及び更新されるボイラーから熱・蒸気の供給を受ける設備

とする。（図 1参照） 
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5 モニタリング対象指標 

排出削減事業計画 7.1 項を参照して記載。記載内容に変更のある場合、変更理由を項目ごとに記載すること。 

 

項目 定義 単位 実績値 
モニタリング方法・ 

根拠資料 
（ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ方法に変更あ

る場合、）変更理由 

M-1  事業実施後燃料使用量  千 Nm3/年  2,733.88 実測値  

M-2  事業実施後燃料の単位発熱

量 

GJ/千 Nm3 44.0 デフォルト値  

M-3  事業実施後のボイラー効率 

（高位ベース） 

％ 84.1 計測値  

M-4  事業実施前のボイラー効率

（高位ベース） 

％  都市ガス：70.0 

灯油：79.1 

計測値  

M-5  事業実施前の燃料の単位発

熱量あたりの二酸化炭素排

出係数 

t-CO2/GJ 都市ガス：0.0517 

灯油：0.0686 

デフォルト値   

M-6  事業実施後の燃料の単位発

熱量あたりの二酸化炭素排

出係数 

t-CO2/GJ 都市ガス：0.0517 デフォルト値   

 
 



 

7 排出削減量の計算 

 

7.1 事業実施後排出量 

)
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44(
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PjfuelPjfuelPjfuelPj CFHVFEM ・・・  

   ＝ 2,733.88（千 Nm3）×44.0（GJ/千 Nm3）×0.0517（t-CO2/GJ） 
 
   ＝ 6,219.0（t-CO2） 
活動量 単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 
2,733.88 [千 Nm3] 44.0 [GJ/千 Nm3] 0.0517 [t-CO2/GJ] 6,219.0 [t-CO2] 
    

EMPj 6,219.0 [t-CO2] 
 

7.2 ベースライン排出量 

 
（１）灯油焚ボイラーSWTE40KA 

方法論 001 より、ベースラインエネルギー使用量は、以下の式に表される。 

)1(
1

,,, ∑
=

=
i

i BL
PjPjfuelPjfuelBLfuel HVFQ

ε
ε ・・・灯油  

 = 2,733.88（千Nm3）×76.7（％）×44.0（GJ/千Nm3）×
1.79
1.84  

 = 98,095.0（GJ） 

 
ベースライン排出量 

12
44

,, ・・ 灯油灯油灯油 BLfuelBLfuelBL CFQEM =  

 = 98,095.0（GJ）×0.0686（t-CO2/GJ） 

 

 = 6729.3（t-CO2） 
 
活動量 単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 
2,688 [kℓ] 36.5 [GJ/kℓ] 0.0686 [t-CO2/GJ] 6729.3 [t-CO2] 
    

EMBL 6729.3 [t-CO2] 
 
 
 
 
 
 



 

（２）ガス焚ボイラーSWTE40GA 

方法論 001 より、ベースラインエネルギー使用量は、以下の式に表される。 

)1(
1

,,, ∑
=
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i BL
PjPjfuelPjfuelBLfuel HVFQ

ε
ε ・・・ガス  

 = 2,733.88（千Nm3）×23.3（％）×44.0（GJ/千Nm3）×
0.70
1.84  

 = 33,673.3（GJ） 

 
ベースライン排出量 

12
44

,, ・・ ガスガスガス BLfuelBLfuelBL CFQEM =  

 
 = 33,673.3（GJ）×0.0517（t-CO2/GJ） 

 

 = 1,740.9（t-CO2） 

 

 

活動量 単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 
765 [千 Nm3] 44.0 [GJ/千 Nm3] 0.0517 [t-CO2/GJ] 1,740.9 [t-CO2] 
    

EMBL 1,740.9 [t-CO2] 
 

（１）、（２）より 

ベースライン排出量（合計）＝ 6729.3 ＋ 1,740.9 ＝ 8,470.2（t-CO2） 

 

7.3 リーケージ排出量 

活動量 単位発熱量 排出係数 CO2 排出量 
    
    

LE 0 [t-CO2] 
 
 

7.4 温室効果ガス排出削減量 

項目 記号  
ベースライン排出量    (7.2) EMBL 8,470.2 [t-CO2] 
事業実施後排出量    (7.1) EMPj 6,219.0 [t-CO2] 
リーケージ排出量    (7.3) LE 0 [t-CO2] 

温室効果ガス排出削減量（小数点以下切捨て） ER 2,251 [t-CO2] 
 



 

 
8 省エネルギー量 

 
原油換算 

ベースライン

（①） 実績（②） 
ベースライン－実

績 
（① ②） 

3399.7 3,103.6 296.1 
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